
                 

        

１０月２５日（土）１３:３０より、金山駅北の日本特殊陶業市民会館に

おいて、合同会議が開催されました。今年度日車協連と損保会社との団体

交渉で示された指数対応単価に基づき、個別交渉を含めたレート計算の重

要性の説明や今回改訂されたコンプライアンスチェックシートの概要と必

要性などについて正・副理事長が説明を行いました。 

今年度も令和 7 年 12 月 1 日～12 月 31 日の 1 か月間「令和 7 年度職場の年

末安全衛生推進運動」が実施されます。“無災害みんなで迎える明るい新年”をスロ

ーガンに自社の職場の安全衛生意識の向上に務めていただきますようお願いいたし

ます。 

事業者側として、職場や作業の実態と関わる危険性の把握と守るべき「基本」を

決め労働者への徹底を図る。 

労働者側として、定められた基本の遵守となっています。 

この機会に、職場を再点検し危険な作業や場所を確認・把握して労働災害の撲滅に努めて下さい。

①回数：年度に２回開催 

②日時：令和7 年１２月3 日（水）・令和8 年２月8 日（日） 

③場所：１回目 ㈱エイニーズガレージ ２回目 三河湾ヒルズ・ホテル 

④講師：飯島副理事長、藤本教育委員、赤梅教育委員 

⑤参加目標：各回３０名 

⑥費用：8,8００円

先進安全自動車対応優良車体整備事業者は必修の講習となっていますので、どちらかの日程

で必ず１名の参加が必要となります。

特定整備工場制度開始に伴う取得済工場数は、１０月末現在愛知県全体で４,０９７工場（愛整振情

報）が電子制御装置整備を取得しており、愛車協組合員（１３４社）の取得社数は次のとおりです。

① 整備主任者等資格取得講習者数：１４７人 

② 電子制御装置整備認証取得者数：１２１社 

③ ②の内電子制御装置整備のみの取得者数：３０社
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令和５年１月から自動車検査証（電子車検証）が電子化され、券面には基礎的情報のみ記載となっ

ていることから、現在、補助的に「自動車検査記録事項」の用紙が添付されていますが、継続検査窓

口においては令和７年１２月末をもって「自動車検査記録事項」の添付は終了されることになります。

（登録窓口については令和９年１２月末に終了となります。） 

※ 電子車検証の券面には、有効期間や使用者住所、所有者情報が記載されてい

ないため、次の方法で「自動車検査証記録事項」の内容を閲覧したり、印刷

することができます。 

○ お手持ちのＰＣあるいはスマホに「車検証閲覧アプリ」をインストールした

後、そのアプリからＰＤＦデータをダウンロードすることができます。 

〇 運輸支局・事務所の窓口付近に設置してある端末から「自動車検査証記録事

項」を印刷することができます。 

この度、愛車協賛助会員の(株)バンザイ名古屋支店が「バンザイフォーラム名古屋2025」を開催

します。 

  日 時：令和７年１２月４日（木）９：30～16：30 

          １２月５日（金）９：30～15：00 

  場 所：名古屋市工業研究所（名古屋市熱田区六番三丁目４番４１号） 

 東京ビッグサイトで開催された「オートサービスショー２０２５」に出展した 

機器の他、厳選した最新モデルの機器等の展示、商談を行います。 

また、同時に今後のアフターマーケットを乗り切るための情報提供などのセミ 

ナーも開催されますので、ご興味のある方は是非参加してみては如何でしょうか。 

 詳細についてはこちらからご確認ください。 

  株式会社バンザイ名古屋支店 TEL 052-732-2600 

                FAX 052-732-2618 

今年もあと２か月となりましたが、あっという間の1 年だったと感じます。 

今年は４月から大阪・関西万博が開催され、大盛況のうちに先月１３日終了しましたが、皆様は行

かれましたか？ 私は人が多く集まるところや混雑するところが苦手なので行きませんでしたが…。 

大阪ヘルスケアパビリオンの一角に、解体事業者と服飾専門学校が協力して、処理済みエアバッグ

を使用してシャツにもスーツにもなる衣装が展示されていたとのこと。 

今まで、ほぼ廃棄されているものが新しいものに生まれ変わり利用される、

他の業界でも今後増えて行くことが期待されているそうです。 

 処理済みエアバッグの生地などは塗装の時のマスキングにも利用出来そうな

気がしますが（あくまで素人目線です。）、車体整備業界でも、何かアピールできる

ものがあれば良いのになぁと考える晩秋です。

気がしますが（あくまで素人目線です。）、車体整備業界でも、何かアピールできる




